
様式第 13号（第９条関係） 

 

五島列島（下五島エリア）ジオパーク活動支援助成金 

事業成果概要【公開用】 

 

事 業 名 

 

福江島のジオパークに関する紙芝居づくり 

 

事業の種類 
調査・研究事業 ／ ○普及・啓発事業 

※該当する事業に〇を記載願います 

所属・ 

事業実施者 

 

長溝 麻緒 

事業期間 令和７年 ６月 １日 ～  令和８年 ２月２７日 

関連分野 地質学 

キーワード ジオパーク / ジオサイト 

対象地 
鬼岳 / 堂崎のリンゴ石 / 山内盆地 / 嵯峨島の千畳敷 

富江の井孔 / 大瀬崎 / 鐙瀬溶岩海岸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本様式にて提出の内容は五島列島ジオパーク推進協議会ホームページでそのまま公開いたします。 



事業成果の概要  

＜普及・啓発事業＞ 

 

1. どうしてやろうと思ったか（事業の目的） 

令和 7年 4月に五島列島（下五島エリア）ジオパーク PR大使に任命頂いたこともあり、ジオ

パークの認知普及のため何かできることはないかと考え、「紙芝居」を着想。 

老若男女が理解しやすいツールである紙芝居を用いて、「五島のジオパーク」についてまとめ

ることにより、「五島のジオパーク」についてのより広く深い認知を目指すことが目的。 

遊び感覚で楽しみながら、子ども達ひいては保護者や家族、大人までより広く多くの人に、

自分たちの住む「五島」の成り立ちや文化、総じて「ジオ」に身近に触れてもらうことで、よ

り客観的な視点と具体的な情報を以て、その価値を知ってもらいたいと思った。 

 

2. なにをやったのか（事業の内容） 

 ・紙芝居の脚本づくり（自作）とイラストの外注（福江島在住のイラストレーターさん） 

 ・製本と配布（五島市内の小学校 / 保育園・幼稚園・こども園） 

   ※配布に関しては 2026年春までに終了予定 

  脚本制作の際は五島列島ジオパーク推進協議会の高場智博氏に監修頂いた。 

 

3. どんないいことがあったか（事業の効果） 

 脚本やイラスト制作の段階から Instagram 等を通じて制作過程を適宜公開していたが、「出

来上がりが楽しみ」「早く読みたい」と言ってくださる方も多かった。 

 ただ「紙芝居」というツールを配布するのみに限らず、過程に込められた「ジオパーク」や

「五島」に対する私の想いなども、共にお届けできるのではないかと思う。 

小学校・各園等への配布に加え、子供たちの反応や理解度を実際に把握するため、個人で読

み聞かせイベントも開催予定（2026年春）。 

 


